
令和７年度 第２回伊勢市スポーツ推進審議会 会議録（概要）

１ 日 時 令和８年３月２日（月）19：00～20：45

２ 場 所 小俣総合支所３階 大研修室

３ 出席者 会 長 片山 靖富 （学識経験者）

副会長 龍田 洋 （伊勢市スポーツ協会）

委 員 川口 京子 （伊勢市スポーツ推進委員連絡協議会）

山端 正人 （伊勢市スポーツ少年団）

東端 伸治 （伊勢市小学校体育部会）

野村 知広 （伊勢市中学校体育連盟）

立花 和子 （健康づくり・スポーツ女性指導者）

平沼 美智子（健康づくり・スポーツ女性指導者）

豊島 久雄 （学識経験者）

事務局（伊勢市教育委員会事務局）

東浦 久修 （スポーツ課長）

横田 和貴 （スポーツ課主幹兼スポーツ振興係長）

長井 正文 （スポーツ課主幹兼スポーツ施設係長）

木下 真理 （学校教育課長）

４ 欠席者 委 員 奥田 守 （伊勢市レクリエーション協会）

成川 真生 （伊勢市ＰＴＡ連合会）

橋本 さち子（総合型地域スポーツクラブ）

１ あいさつ

伊勢市教育委員会事務局 スポーツ課長 東浦 久修

２ 報告事項

（１）中学校部活動の地域展開について【学校教育課】

【委 員】中学校には、いつ話をするのか？また、小学校にも話をするのか？

【事務局】小・中学校のすべての教員を対象に、オンデマンドで動画配信を行いたい。

３月中旬から２週間程度を予定している。

【委 員】指導者・サポーターバンクについて、現行のスポーツ指導者バンクとの違

いは？現行の指導者バンクでは応募が少なかったと思うが。

【事務局】現行のスポーツ指導者バンクは、生涯スポーツの指導者として登録し、総



合型地域スポーツクラブ等で活動をしていただいている。登録者は５０人くらい

ある。

今回の指導者・サポーターバンクは、部活動地域展開の指導者を募るもので、

市民や学校に投げかけてみて、状況を見ながら登録をしていただけるように方策

を検討していきたい。

【委 員】指導者として登録する人は、コーチ資格は問わないのか？

【事務局】部活動の指導者として、子どもたちを育てる指導をしていただくための研

修を必須とすることを考えている。技術向上に関する資格は、競技や団体ごとの

資格を見ながら検討していきたい。

【委 員】指導者のハラスメントや傷害事件の問題はどのように対応するのか？

【事務局】教育委員会が指導者への指導・面談を行うほか、相談窓口となって、子ど

もたちを守る仕組みを作っていきたい。

【委 員】各団体との連携はどうしていくのか？中体連がなくなると、大会もなくな

ると思うが、子どもたちは何を目標にして、どこへ向かっていけばよいのか？

また、指導者には協会等で定められた資格や指導回数等の規定があるが、どの

ように取り入れていくのか？

【事務局】競技団体との話し合いの中で、できるだけ早い段階で整理をして進めてい

きたい。

【委 員】受益者負担はどのようになるのか？

【事務局】現在実施している実証事業は市からの委託料により運営しているため、参

加者の負担は発生していない。

競技によって異なると思うが、国が示す月額 1,000～3,000 円を基準としつつ、

他の自治体の状況も見ながら検討をしていきたい。また、保護者の経済的負担を

抑制するための生活困窮者対策も必要と考えている。

３ 協議事項

（１）第３期伊勢市スポーツ推進計画の令和７年度取組結果について

【委 員】市主催イベントの参加人数の目標を１万人に設定しているが、既存イベン

トのみで達成を目指すのか、新しいイベントも取り入れながら目指すのか？

【事務局】新しいイベントを中心に、既存イベントも充実させながら取り組んでいき

たい。

本年度は、橋本選手の体操教室やイオン伊勢店でのイベントなど、多様な市民

に参加していただいてスポーツへの意識を高める取り組みができた。

来年度は、新たな企業・団体との連携や、集客が期待できる商業施設の活用、

他のイベントとの同日開催など、広く市民が参加してもらえるような方策を考え

ていきたい。

【委 員】施設ごとの稼働率は算出しているか？特に稼働率が低い施設に重点的に対



策を講じる等を考えていくと、全体の稼働率も向上すると思う。

【事務局】施設ごとの稼働状況も把握しているので、各施設の利用状況を見ながら対

策を検討していきたい。

全体的な傾向としては、平日の日中の利用が少ない。使われていない屋外施設

でのイベント開催や、合宿などのスポーツ誘客により、稼働率の向上に努めてい

きたい。

【委 員】施設利用料のキャッシュレス化による効果はあったか？

【事務局】利便性の向上による施設の利用拡大をねらったものであるが、令和６年度

から本格稼働しており、まだ周知拡大の段階にある。

（２）第３期伊勢市スポーツ推進計画の令和８年度実施計画について

【委 員】サイクルイベントへの市の関わりはどのようなものか？また、予算規模が

大きくなる予定だが、市の負担は変わらないのか？

【事務局】三重県と３市が検討会を開催し、企画段階から協力してイベントを作りあ

げてきた。その他、市の広報やホームページでの周知、沿道自治会への説明など

の協力をしている。当日は三重県とサイクリング協会が中心となって運営するが、

市の職員も開会式やエイドステーションなどの運営に携わる。

令和８年度の負担金については、初めてのイベントであり、申込者数やイベン

トの効果といった実績がない中での負担増は難しいため、ひとまず三重県の負担

で開催することとなった。

【委 員】学校開放や施設利用に関する要望は、利用者の声、学校を通じての要望、

地元自治会からの要望など、どのような方法で伝えるのがよいか？

【事務局】以前にいただいた要望は、学校施設整備課へ引き継ぎ、対応をしてもらっ

ている。

施設管理者である教育委員会へ伝えていただければよいが、多くの課題がある

中で、すぐに対応できないケースもあるのでご容赦いただきたい。

４ その他

（１）第４期伊勢市スポーツ推進計画の策定予定について

【事務局】

現行の第３期スポーツ推進計画は、計画期間が令和４年度から令和８年度まで

の５年間であり、来年度が最終年度となることから、令和８年度の審議会では第

４期スポーツ推進計画の策定に向けて、委員の皆様のご意見を頂戴しながら策定

作業を進めていきたい。

令和８年度は５回程度の開催を予定しているので、出席をお願いします。

以上


